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(57)【要約】
　２つの形態で操作可能な小型のポータブル・ラウドス
ピーカーシステムは、ドライバアレイ（１５０）と、低
音用筐体及びドックを有するベースユニット（１１０）
と、を備えている。伸長構成では、ドライバアレイ（１
５０）が、一つ以上の伸長脚部（１６０）によってベー
スユニット（１１０）から３～８フィート上方の高さ位
置に支持されており、前記した伸長脚部の１つがドック
に保持されている。ベースユニットは、ドライバアレイ
が現場で聴取者の高さ近く又はそれよりも上まで上昇さ
れた中高範囲にある状態で、小中規模の場の床に配置さ
れることがある。小型構成では、ドライバアレイ（１５
０）が、ドックに直接支持されており、そして、ベース
ユニット（１１０）及びドライバアレイ（１５０）が、
教室、会議室又はその他の小中規模の場の中でテーブル
や机の上に配置されることがある。ポータブル・ラウド
スピーカーシステムは、小型構成で運搬することができ
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドライバアレイと、
　低音用筐体及びドックを有するベースユニットと、
　を備え、
　第一構成においては、前記ドックが、前記低音用筐体の外部における前記ベースユニッ
トの凹部内で前記ドライバアレイを直接支持するように構成され、
第二構成においては、前記ドックが前記凹部内で伸長脚部を支持するように構成されて、
前記伸長脚部が前記ドライバアレイを前記ベースユニットの上方の高さ位置で支持するこ
とを特徴とするラウドスピーカーシステム。
【請求項２】
　請求項１に記載のラウドスピーカーシステムにおいて、
　前記ベースユニットが、前記ドライバアレイに増幅信号を提供する信号電子機器をさら
に備えることを特徴とするラウドスピーカーシステム。
【請求項３】
　請求項２に記載のラウドスピーカーシステムにおいて、
　前記信号電子機器が、前記ラウドスピーカーシステムへの入力信号のイコラゼーション
のための回路をさらに備えることを特徴とするラウドスピーカーシステム。
【請求項４】
　請求項３に記載のラウドスピーカーシステムにおいて、
　前記入力信号の前記イコラゼーションを決定する１組のイコラゼーションパラメータが
、前記入力信号の発信源の少なくとも一部に基づいていることを特徴とするラウドスピー
カーシステム。
【請求項５】
　請求項２から４の何れか一項に記載のラウドスピーカーシステムにおいて、
　前記信号電子機器が、前記ラウドスピーカーシステムが受信した１以上の入力信号を合
成する回路を備えることを特徴とするラウドスピーカーシステム。
【請求項６】
　請求項１から５の何れか一項に記載のラウドスピーカーシステムにおいて、
　前記ドライバアレイが、スパインによって特徴付けられる構造における複数のドライバ
をさらに備えており、
　前記ドライバの各々がヨー角度及びピッチ角度によって特徴付けられていることを特徴
とするラウドスピーカーシステム。
【請求項７】
　請求項６に記載のラウドスピーカーシステムにおいて、
　前記ドライバアレイの前記スパインが、１つの直線である、単純な曲線である、複雑な
曲線である、又はアーティキュレイテッド・アレイであることを特徴とするラウドスピー
カーシステム。
【請求項８】
　請求項６又は７に記載のラウドスピーカーシステムにおいて、
　第一ヨー角度によって特徴付けられている第一ドライバセットのドライバが、第一ヨー
角度と異なる第二ヨー角度によって特徴付けられている第二ドライバセットのドライバに
組み入れられていることを特徴とするラウドスピーカーシステム。
【請求項９】
　請求項６に記載のラウドスピーカーシステムにおいて、
　前記ドライバアレイは、少なくとも６つのドライバを備えていることを特徴とするラウ
ドスピーカーシステム。
【請求項１０】
　請求項１から９の何れか一項に記載のラウドスピーカーシステムにおいて、
　ウーハー及び前記ドライバアレイを駆動する信号電子機器をさらに備え、
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　前記伸長脚部が、前記ドライバアレイを機械的に支持していると共に前記ドライバアレ
イと前記信号電子機器とを電気的に接続していることを特徴とするラウドスピーカーシス
テム。
【請求項１１】
　請求項１から１０の何れか一項に記載のラウドスピーカーシステムにおいて、
　前記ドライバアレイが、前記第一構成及び前記第二構成の両方において、音響エネルギ
ーを出力する機能を有することを特徴とするラウドスピーカーシステム。
【請求項１２】
　請求項１から１１の何れか一項に記載のラウドスピーカーシステムにおいて、
　前記ドックが、前記ドライバアレイに信号を供給するように構成された第一電気コネク
タを備え、
　前記ドライバアレイが、前記第一電気コネクタに連結されるように構成された第二電気
コネクタを備え、
　前記伸長脚部が、前記第一電気コネクタに連結されるように構成された第三電気コネク
タと、前記第二電気コネクタに連結されるように構成された第四コネクタと、を備えてい
ることを特徴とするラウドスピーカーシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この開示は、拡声器又はスピーカーと呼ばれる、筐体内に収容された電気音響変換機に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　２つの形態で操作可能な小型のポータブル・ラウドスピーカーシステムは、ドライバア
レイと、低音用筐体及びドックを有するベースユニットと、を備える。伸長構成では、ド
ライバアレイは、１つ以上の伸長脚部によってベースユニットの３～８フィート上方の高
さ位置に支持されており、そこには前記した伸長脚部の１つがドックに保持されている。
　ベースユニットは、ドライバアレイが現場で聴取者の高さ近く又はそれよりも上まで上
昇された中高範囲にある状態で、小中規模の場の床に配置されることがある。小型の構成
では、ドライバアレイが、ドックに直接支持されており、そして、ベースユニット及びド
ライバアレイが、教室、会議室又はその他の小中規模の場の中でテーブルや机の上に配置
されることがある。ポータブル・ラウドスピーカーシステムは、小型構成で運搬すること
ができる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本発明の１つの実施形態は、ドライバアレイと、低音用筐体及びドックを有するベース
ユニットと、を備えており、第一構成においては前記ドックが前記ドライバアレイを直接
支持するように構成され、第二実施形態においては前記ドックが伸長脚部を支持するよう
に構成され、前記伸長脚部が前記ドライバアレイを前記ベースユニットの上方の高さ位置
で支持するラウドスピーカーシステムを対象とする。１つの態様においては、低音用筐体
がウーハーをさらに備える。１つの態様において、低音用筐体がポートを備える。１つの
態様において、ベースユニットは、ドライバアレイに増幅信号を提供する信号電子機器を
さらに備える。１つの態様において、信号電子機器は、前記ラウドスピーカーシステムへ
の入力信号のイコラゼーションのための電気回路をさらに備える。さらに１つの態様にお
いて、イコラゼーション回路は、デジタル信号プロセッサを備える。さらに１つの態様に
おいて、前記入力信号の前記イコラゼーションを決定する１組のイコラゼーションパラメ
ータは、前記入力信号の発信源の少なくとも一部に基づいている。１つの態様において、
信号電子機器は、前記ラウドスピーカーシステムが受信した１以上の入力信号を合成する
回路をさらに備える。１つの態様において、ドライバアレイが、スパインによって特徴付
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けられる構造における複数のドライバをさらに備えており、これらドライバの各々がヨー
角度及びピッチ角度によって特徴付けられている。さらに１つの態様において、ドライバ
アレイのスパインは、１つの直線である。さらに１つの態様において、ドライバアレイの
スパインは、単純な曲線である。さらに１つの態様において、ドライバアレイのスパイン
は、複雑な曲線である。さらに１つの態様において、ドライバアレイはアーティキュレイ
テッド・アレイである。さらに１つの態様において、第一ヨー角度によって特徴付けられ
る第一ドライバセットのドライバは、第一ヨー角度とは異なる第二ヨー角度によって特徴
付けられる第二ドライバセットのドライバに組み入れられている。さらに１つの態様にお
いて、ドライバアレイは、少なくとも６つのドライバを備えている。１つの態様において
、ベースユニットは、ラウドスピーカーシステムを片手で運搬するためのハンドルを備え
ている。
【０００４】
　本発明の他の実施例は、ウーハーを収容する低音用筐体と、複数のドライバを有するド
ライバアレイと、ウーハー及びドライブアレイを駆動する信号電子機器と、を備え、ドラ
イバアレイは、第一構成においては低音用筐体の正面に取り付けられ、第二構成において
は低音用筐体の上方の高さ位置に取り付けられ、第二構成においてはドライバアレイが１
つ以上の伸長脚部によって支持され、１つ以上の伸長脚部がドライバアレイを機械的に支
持していると共にドライバアレイと信号電子機器とを電気的に接続しているラウドスピー
カーシステムを対象とする。１つの態様において、ドライバアレイはスパインによって特
徴付けられており、このスパインが単純な曲線である。１つの態様において、ドライバア
レイはアーティキュレイテッド・アレイである。１つの態様において、信号電子機器は、
前記ラウドスピーカーシステムへの入力信号のイコラゼーションのための回路をさらに備
え、前記イコラゼーションが、入力信号の発信源の少なくとも一部に基づいている。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】スピーカーの第一構成を示した斜視図である。
【図２】スピーカーの第二構成を示した斜視図である。
【図３】ベースユニットの斜視図である。
【図４】ベースユニットの断面図である。
【図５】ドライバアレイの斜視図である。
【図６】伸長アッセンブリの斜視図である。
【図７】コントロールパネルの実施例の部分上面図である。
【図８】コントロールパネルの他の実施例の平面図である。
【図９ａ】他の実施例の第一構成を示した斜視図である。
【図９ｂ】図９ａで示した実施例の第二構成を示した斜視図である。
【図１０ａ】他の実施例の第一構成を示した斜視図である。
【図１０ｂ】図１０ａで示した実施例の第二構成を示した斜視図である。
【図１１ａ】他の実施例の第一構成を示した斜視図である。
【図１１ｂ】図１１ａで示した実施例の第二構成を示した斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　図１は小型のポータブル・ラウドスピーカーシステムの第一構成を示した斜視図である
。図１において、ポータブル・ラウドスピーカーシステムは、ベースユニット１１０と、
１つ以上の伸長脚部１６０によって支持されたドライバアレイ１５０と、を備えている。
いくつかの実施例では、伸長脚部１６０は、ドライバアレイ１５０とベースユニット１１
０とを電気的に接続している。図１に示す伸長構成では、ドライバアレイ１５０は、伸長
脚部１６０によってベースユニット１１０の３～８フィート上方の高さ位置に置かれてい
る。
【０００７】
　ベースユニット１１０は、低音用筐体１１２及びドック１１７を備えている。低音用筐



(5) JP 2012-507936 A 2012.3.29

10

20

30

40

50

体１１２は、一般にウーハーと呼ばれる低周波スピーカーと、ポータブル・ラウドスピー
カーシステムのための信号電子機器及び制御部と、を収容している。コントロールパネル
１１３は、ラウドスピーカーシステムを操作する制御部への快適なアクセスを使用者に提
供している。ドック１１７は、伸長構成において伸長脚部１６０を支持しており、そして
、低音用筐体１１２内のウーハーの機械的な保護としても役立たせることができる。いく
つかの実施例では、ドック１１７は低音用筐体１１２の一部を形成することができる。い
くつかの実施例では、ドック１１７は低音用筐体１１２から分離されていてもよい。スク
リーン１１９は、ドック１１７と低音用筐体１１２との間に張設されている。ベースユニ
ット１１０上のハンドル１１５によってポータブルシステムを片手だけで容易に持ち運ん
だり運搬したりすることができ、ポータブルシステムの重量は、好ましくは３０ポンド未
満、そしてより好ましくは２５ポンド未満である。ベースユニット１１０は、好ましくは
体積が３立方フィート未満、そしてより好ましくは２立方フィート未満の小型のものであ
る。
【０００８】
　図１に示す伸長構成において、ベースユニット１１０が、ドライバアレイ１５０がおお
よそ聴取者の頭の高さ位置に置かれるように床に配置することができる。ラウドスピーカ
ーシステムは、舞台や聴取者が高い音響レベルを要求しない分野において、会議での音声
を拡大させたり、ソロ演奏／小アンサンブル演奏で狭い範囲で音響を増幅させたりするこ
とができる。図１に示す伸長構成において、伸長脚部１６０は、ドライバアレイ１５０を
ベースユニット１１０の上方に機械的に支持すると共に、好ましくはドライバアレイ１５
０とベースユニット１１０とを電気的に接続しており、これによって、ドライバアレイ用
の別個のアレイドライバスタンド又はドライバアレイをベースユニットに接続するための
別個の導電体の必要性がなくなる。
【０００９】
　図２は、図１に示す小型のポータブル・ラウドスピーカーシステムの第二構成を示した
斜視図であり、同一の参照番号が同一構造を参照する。
　図２に示す、押し縮められた又は小型の構成では、ドライバアレイ１５０は、ドック１
１７に直接支持され、且つ固定されている。いくつかの実施形態では、ドライバアレイ１
５０は、ドライバアレイ１５０のコネクタを通じて信号電子機器に電気的に接続され、こ
の信号電子機器によって駆動される。他の実施形態では、図示しない別個の信号電子機器
が、ドライバアレイ１５０内に収容されてドライバアレイ１５０を駆動してもよい。図２
において凹部として示すアレイハンドル２６０によって、使用者はドライバアレイ１５０
を把持してドライバアレイ１５０をドック１１７の外に移動させることができる。
【００１０】
　図２に示す押し縮められた構成では、ベースユニット１１０は、例えばテーブルの上に
配置され、教室や会議室のような小さい環境内で使用されてもよい。また、この押し縮め
られた構成によって、ベースユニット１１０とドライバアレイ１５０との両方を小型の構
成で簡便に運搬することが可能となり、この小型の構成では、ドック１１７がドライバア
レイ１５０を支持している。
【００１１】
　図３は、図１及び図２に示すベースユニット１１０の斜視図であり、同一の参照番号が
同一構造を参照する。ドライバアレイ１５０と伸長脚部１６０は、ドック１１７の細部を
示すために図３には示されていない。スクリーン１１９は、ドック１１７の一端とベース
ユニット１１０の低音用筐体１１２との間に張設されており、そして、ドック１１７と低
音用筐体１１２の間の空間を覆っている。スクリーン１１９は、音響的に透けて（acoust
ically transparent）おり、このことによってウーハー３１６から発生した音響信号がリ
スニング音量で低音用筐体１１２の外部に実質的にスムーズに伝播することを可能にして
いる。図３において、ドック１１７の右側に取り付けられたスクリーンは、ウーハー３１
６を支持する低音用筐体１１２の側部を見せるため取り除かれているが、通常は、スクリ
ーン１１９によって覆い隠されている。例えば、ポート又はパッシブラジエーターのよう
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な任意の音響的要素を、低音用筐体１１２によって支持することができる。例えば、図３
にはポート３１８が示されている。
【００１２】
　図３に示す例では、ドック１１７は、伸長脚部１６０又はドライバアレイ１５０のコン
プメタリーコネクタと結合するように形成された電気コネクタ３２５を備えている。ドッ
ク１１７に設けられたガイドレール３３５は、伸長脚部１６０又はドライバアレイ１５０
がドック１１７の中を移動して電気コネクタ３２５に結合するように伸長脚部１６０又は
ドライバアレイ１５０を案内する。ガイドレール３３５は、伸長脚部１６０又はドライバ
アレイ１５０を垂直方向に支持及び保持している。他の実施例では、ドック１１７は、非
垂直姿勢に置かれることがある。当然のことながら、ドック１１７により、ドライバアレ
イ１５０又は伸長脚部１６０をベースユニット１１０に対して取り外し可能に固定するこ
とができる。本願の記載に接した当業者が容易に想到できるドライバアレイ又は伸長脚部
をドッキングさせる他の手段は、本願が対象とする事項の技術的範囲に包含されると理解
される。例えば、ガイドレール３３５を、ドライバアレイ又は伸長脚部内の開き止めバネ
と置き換え、開き止めバネに嵌合するように形成されたポスト／返し部と結合し、そして
ドライバアレイ又は伸長脚部をベースユニットにしっかりと取り付けることが可能である
。他の例では、１つ以上のバネ仕掛けのＣクランプを、ベースユニットに沿って垂直に配
置し、このＣクランプが、開いた状態でドライバアレイ又は伸長脚部を受けると共に、把
持された状態でドライバアレイ及び伸長脚部をしっかりと締結するように形成することが
できる。
【００１３】
　図４は、図１及び図２に示すベースユニットの断面図であり、同一の参照番号が同一構
造を参照する。図４に示す例では、低音用筐体１１２は、ウーハー３１６と任意のポート
３１８とを支持している。図４に示す実施形態においては、伸長した構成か押し縮められ
た構成で、信号電子機器４３０が低音用筐体１１２の内面に支持され、ウーハー３１６及
びドライバアレイ１５０を駆動することができる。他の実施形態では、信号電子機器４３
０は、低音用筐体１１２の外に収容することができる。他の実施形態では、別個の信号電
子機器を、駆動するためにドライバアレイに収容してドライバアレイを駆動することがで
きる。低音用筐体に電源スイッチ４１４が備えられていてもよい。信号電子機器は、ウー
ハー及びドライバアレイに増幅信号を送信し、パワーアンプと信号フィルター回路を有す
る。いくつかの実施例では、信号電子機器４３０が、２つ以上の入力信号を合成するため
の回路を有している。いくつかの実施例では、信号電子機器４３０は、１つ以上の入力信
号をイコライジングする回路を有している。信号電子機器は、電子技術における当業者に
知られたマイクロプロセッサ・リーダブル・メモリー又はその組み合わせからの指示を実
行するアナログ回路やデジタル回路として実装することができる。好ましい実施形態では
、入力信号のイコラゼーションを制御するイコラゼーションパラメータは、入力信号源に
基づいている。２００８年１月１５日に発行された米国特許第７３１９７６７号、及び現
在は２００９年４月１４日発行の米国特許第７５１８０５５号である２００７年３月１日
出願の米国特許出願第１１／６８０９４７号は、入力信号源に基づく入力信号をイコライ
ジングするためのシステム及び方法を開示しており、それらの全体が参照としてここに組
み込まれている。
【００１４】
　出力コネクタ４１３は、他のラウドスピーカーシステムや録音機器に向けて入力信号又
は合成信号を通過するように提供することができる。コントロールパネル１１３は、例え
ば、使用者がポータブル・ラウドスピーカーシステムを操作し、１つ以上の音源を狭い場
所での放送用のラウドスピーカーシステムに接続することを可能にする。音源の例として
は、マイクロホン、楽器、オーディオプレーヤー及びコンピュータがあるが、これに限定
されない。
【００１５】
　図５は、図１及び図２に示すドライバアレイ１５０の斜視図であり、同一の参照番号が
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同一構造を参照する。図５において、カバースクリーンは、ドライバアレイの細部を示す
ために取り除かれている。ドライバアレイ１５０は、外装体５８０によって少なくとも一
部分が覆われたアレイ支持部５６０を備えている。いくつかの実施例では、アレイ支持部
と外装体は一体構造となっている。外装体５８０は、外装体５８０の一端に配設されたア
レイコネクタ５２５を備えており、このアレイコネクタ５２５は、ドック１１７に設けら
れた電気コネクタ３２５と結合するような大きさ及び形状に形成されていて、信号電子機
器４３０とドライバアレイ１５０の１つ以上のドライバ５５２、５５７とを電気的に接続
させる。好ましい実施形態では、アレイコネクタ及び電気コネクタの形状を、一方向のコ
ネクタ結合を許容するための重要な要素とすることができる。アレイコネクタ５２５の位
置は、外装体５８０の一端に限られず、他の実施形態では、外装体５８０の側部に配設さ
れている。他の実施形態では、コネクタは、例えばドライブアレイがドライバアレイを駆
動させるための信号電子機器を収容する場合などに省略することができる。
【００１６】
　１つ以上のレール５３５を、外装体５８０の背面に配設し、ドック１１７に設けられた
ガイドレール３３５に係合するように構成することができる。使用者は、ドライバアレイ
１５０をドック１１７の上端位置に置いて、ドライバアレイ１５０をドック１１７の中に
滑らせて移動させることができる。ガイドレール及びレールは、アレイコネクタ５２５を
電気コネクタ３２５と位置合わせさせ、ドライバアレイ１５０がドック１１７に直接結合
されたときにドライバアレイ１５０の横移動を制限する。
【００１７】
　図５に示す例では、ドライバアレイは、一般にドライバと呼ばれている６つの中高範囲
のラウドスピーカーを備えている。他の実施形態では、６つよりも多い、又は少ないドラ
イバを有していてもよい。各ドライバ５５２、５５７は、アレイ支持部５６０によって方
向が決められると共に支持されている。
【００１８】
　各ドライバの向きは、基準点の位置と主軸回りの回転で説明することができる。基準点
と主軸の選択は、任意に選択することができる。例えば、第一主軸（ここではＺ軸と呼ば
れる）は、ドライバの音声コイルの長手方向軸と同一線上にすることができ、ドライバの
音響放射の方向を示す。第二主軸（ここではＹ軸と呼ばれる）は、Ｚ軸に対して直交し、
Ｙ軸回りの回転は、ここでは「ヨー」（左右揺動）と呼ばれ、ヨー角度によって特徴付け
られている。第三主軸（ここではＸ軸と呼ばれる）は、Ｚ軸及びＹ軸に対して直交してお
り、Ｘ軸回りの回転はここでは「ピッチ」（上下揺動）と呼ばれ、ピッチ角度によって特
徴付けられている。基準点は、通常、３つの主軸の交点が選択される。この座標系の例を
用いることで、ドライバアレイの多様な形式を説明することができる。例えば、線状アレ
イは、各ドライバのＹ軸が同一線上に位置してアレイ軸を形成するように構成された１つ
以上のドライバを備える。ドライバアレイ内の各ドライバは０のヨー角度を有し、このこ
とによってドライバそれぞれが同じ方向に向いている。他の例では、Ｊ－アレイは、直線
状のアレイを構成する第一ドライバセットと、第二ドライバセットを備えており、各第二
ドライバセットの基準点は、Ｙ－Ｚ面内の曲線に位置し、これによって、ドライバの第一
及び第二ドライバセットの基準点はＪ形状の曲線を形成する。基準点のセット及び基準点
を含む曲線は、ここではドライバアレイのスパインと呼ばれる。第二ドライバセットのピ
ッチは、各第二ドライバセットの回転Ｙ軸がＪアレイのスパインと接するように変化させ
ることができる。他の例では、アーティキュレイテッド・アレイが、第一ヨー角度によっ
て特徴付けられた第一ドライバセットと、第一ヨー角度と異なる第二ヨー角度によって特
徴付けられた第二ドライバセットと、を備えている。第一ドライバセットのドライバは第
二ドライバセットのドライバに組み入れられていてもよい。他の例では、第一ドライバセ
ットが、第二ドライバセットから隔離されていてもよい。ドライバアレイは、スパイン曲
線、ヨー角度及びピッチ角度のいくつかの組み合わせを用いることができる。
【００１９】
　図５に示す例において、アレイ支持部５６０は、ドライバアレイのスパインが湾曲して
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ドライバが関節式に連結された構成をしているようにドライバ５５２、５５７を構成して
いる。図５に示すスパインは、１つの曲率半径によって特徴付けられた単純な曲線であっ
ても、２以上の曲率半径によって特徴付けられた複雑な曲線であってもよい。当然のこと
ながら、無限大の曲率半径、すなわち直線が、スパインの一部分又は全部を特徴付けても
よい。図５に示すアーティキュレイテッド・アレイは交互配置のドライバを示しており、
ここでは第一ドライバセットのドライバ５５２は第二ドライバセットのドライバ５５７と
交互に配置されている。いくつかの実施形態では、第一及び第二ドライバセットのヨー角
度が、より水平方向の場のカバレッジを与えるように選択されてもよく、これによって、
より整合された音調のバランスとレベルとが会場全体に提供される。アレイの上側半分の
ドライバは正のピッチ角度を持つことができ、これによって各ドライバの回転Ｙ軸がスパ
インに接する。アレイの下側半分のドライバは、負のピッチ角度を持つことができ、これ
によって各ドライバの回転Ｙ軸がスパインに接する。図５では、アレイの下部が、アレイ
コネクタ５２５に最も近い点となっている。他の実施形態で使用することができるドライ
バアレイの他の例としては、関節式に接続されていない線状アレイ、関節式に接続された
線状アレイ、及び、複数の曲線によって特徴付けられたスパインを有する関節式又は非関
節式に接続されたアレイを含むが、これに限定されない。
【００２０】
　図６は、伸長脚部１６０の斜視図であり、同一の参照番号が同一構造を参照する。伸長
脚部１６０は脚部外装体６８０を備え、この脚部外装体６８０は、伸長状態においてドラ
イバアレイ１５０を適当な位置に置いて機械的に支持する。下側の脚部コネクタ６２５は
、伸長脚部１６０の下部に位置し、ドック１１７の電気コネクタ３２５に合う大きさ及び
形状に形成されている。伸長脚部の中に保持された電気コネクタは、下側の脚部コネクタ
６２５を伸長脚部の上端に位置する図示しない上側の脚部コネクタに接続する。上側の脚
部コネクタは、２番目の伸長脚部の下側の脚部コネクタ又はドライバアレイ１５０に結合
する大きさ及び形状に形成されている。
【００２１】
　１つ以上のレール６３５は、脚部外装体６８０の背面側に配置されると共に、ドック１
１７に設けられたガイドレール３３５に係合するように形成されていてもよい。使用者は
、ドック１１７の上端位置に伸長脚部１６０を配置させてチャンネルガイドの中に伸長脚
部を移動させることができる。ガイドレール及びレールは、伸長脚部１６０を電気コネク
タ３２５と一直線上に位置合わせすると共に伸長脚部１６０の横移動を制限する。２以上
の伸長脚部が使用されるいくつかの実施形態では、使用者が何れかの伸長脚部をドック１
１７の中に移動させることができるように、伸長脚部の各々がレール６３５を備えてもよ
い。他の実施例では、どの伸長脚部をチャンネルガイドの中に挿入させるかを使用者が迅
速に決定することができるように、１つの伸長脚部だけがレール６３５を備えてもよい。
【００２２】
　図７は、図１及び図２に示すコントロールパネルの部分上面図であり、同一の参照番号
が同一構造を参照する。他の実施例では３つ以上のチャンネル又は単一のチャンネルを備
えているが、図７に示す例では、コントロールパネル１１３が、電源インジケータ７３０
を備え、入力と制御用の２つの入力チャンネル７２０、７４０に対して入力すると共に制
御している。図７に示す例において、第一チャンネル７２０は、マイクに接続するための
ＸＬＲマイクコネクタ７２１、低音制御部７２７、高音制御部７２６、音量制御部７２５
及びクリッピングインジケータ７２２を備えている。第一チャンネル７２０に接続された
マイクからの入力信号は、一般のマイクのために予め決定されたイコラゼーションパラメ
ータのセットによってイコライジングすることができる。同様に、制御パラメータ、例え
ば、低音及び高音の制御のためのゲインレンジ及びコーナー周波数は、２００７年３月１
日出願の米国特許出願第１１／６８０９４７号、２００９年４月１４日発行の米国特許第
７５１８０５５号に記載されたマイク使用方法のための予め決定された制御パラメータの
セットによって決めることができ、本願は、それらの全てを参照によってここに組み込ん
でいる。
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【００２３】
　第二チャンネルは、音量制御部７４５、信号クリッピングインジケータ７４２、及び多
様な信号源からの信号を受信するための一つ以上の入力コネクタ７４１、７４３、７４４
を備えている。入力コネクタ７４４は、例えばコンピュータやデジタルメディアプレーヤ
ーからの入力信号を受信するための標準規格の１／８インチのコネクタにすることができ
る。入力コネクタ７４３は、例えばステレオアンプ等のようなオーディオ機器からの入力
信号を受信するための標準規格のＲＣＳコネクタにすることができる。入力コネクタ７４
１は、例えばエレキギター、キーボード、音響用ピックアップを備えたアコスティック楽
器、マイク、外部音響機器及び外部音響ミキサー等のような楽器又は音楽機器からの入力
信号を受信するための標準規格の１／４インチのコネクタにすることができる。イコラゼ
ーションスイッチ７４６は、アコスティックギターが２００７年３月１日出願の米国特許
出願第１１／６８０９４７号、２００９年４月１４日発行の米国特許第７５１８０５５号
に記載された方法を使用して１／４インチのコネクタに接続されたときの、アコスティッ
クギターのためにカスタマイズされた入力信号のイコライジングを予め決定させることが
でき、また、例えばミキサーやエコライザが１／４インチのコネクタに接続されたときの
入力信号をフラット（半音低く）にさせたりイコライジングさせなかったりすることがで
きる。
【００２４】
　図８は、コントロールパネルの他の実施例の平面図であり、同一の参照番号が同一構造
を参照する。図８に示す例では、第一チャンネルは、マイクに接続するためのＸＬＲマイ
クコネクタ７２１、出力用の雄型の１／４インチのコネクタを有する楽器や音響機器に接
続するための標準規格の１／４インチのコネクタ、入力信号クリッピングインジケータ８
２２、チャンネルトリム制御部８２３、エコラゼーションセレクター８２９、低周波制御
部８２７、高周波制御部８２６及びチャンネル音量制御部８２５を備えている。エコラゼ
ーションセレクター８２９は、入力信号に適用される予め決められたエコラゼーション・
パラメータのセットを使用者が選択することを可能にする。エコラゼーション・パラメー
タの各セットは、第一チャンネルに接続させることができるマイクの特定のタイプ又はブ
ランド／型に関連付けることができる。いくつかの実施形態では、エコラゼーションセレ
クター８２９は、第一チャンネルに接続させることができるマイクの特定のタイプ又はブ
ランド／型に基づいて高周波制御部８２６及び低周波制御部８２７のための制御パラメー
タのセットを選択することもできる。制御パラメータの例としては、各制御部用のゲイン
レンジ及び各制御部用のコーナー周波数が挙げられる。
【００２５】
　第二チャンネルは、チャンネル音量制御部８４５、信号クリッピングインジケータ８４
２、チャンネルトリム制御部８４３、低周波制御部８４７、高周波制御部８４６、及び、
多様な信号源から信号を受信するための一つ以上の入力コネクタ７４１、７４３、７４４
を備えている。入力コネクタには、標準規格の１／８インチのコネクタ７４４、標準規格
のＲＣＳコネクタ７４３、及び一つ以上の標準規格の１／４インチのコネクタ７４１を備
えている。図８に示す例では、標準規格のＩＥＣ電源コネクタ８７０と電源スイッチ８７
５はコントロールパネルの一部分として備えられている。ファントムスイッチ８８０及び
インジケータ８８５は、例えばマイクが第一チャンネルに接続されている時に使用者にフ
ァントム電源モードを選択させることができる。
【００２６】
　図９ａは、小型構成における他の実施形態を示した斜視図である。図９ａにおいて、ド
ライバアレイ９５０は、低音用筐体を有するベースユニット９１０のドックに入れられて
いる。スピーカー制御部及びコネクタは、使用者にとって簡単又は便利に使用可能なよう
にベースユニット９１０に設置することができる。例えば、制御部及びコネクタは、ベー
スユニット９１０の上面９１３に配設することができる。図９ｂは、図９ａで示した実施
形態の伸長構成を示した斜視図であり、同一の参照番号が同一構造を参照する。伸長構成
では、ドライバアレイ９５０は、支持脚部９６０に支持されている。支持脚部９６０は、
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【００２７】
　図１０ａは小型構成における他の実施形態を示した斜視図である。図１０ａにおいて、
ドライバアレイ１０５０は、低音用筐体を有するベースユニット１０１０のドックに入れ
られている。スピーカー制御部及びコネクタは、使用者にとって簡単又は便利に使用可能
なようにベースユニット１０１０に設置することができる。例えば、制御部及びコネクタ
は、ベースユニット１０１０の上面１０１３に配設することができる。図１０ｂは、図１
０ａで示した実施例の伸長構成を示した斜視図であり、同一の参照番号が同一構造を参照
する。伸長構成では、ドライバアレイ１０５０は、支持脚部１０６０に支持されている。
支持脚部１０６０は、ベースユニット１０１０に取り外し可能に取り付けられている。支
持脚部１０６０は、運搬するために一層小型の形状に押し縮めることができる一繋ぎの脚
部、又は、順次はめ込まれる一繋ぎの脚部にすることができる。
【００２８】
　図１１ａは、小型構成における他の実施形態を示した斜視図である。図１１ａにおいて
、ドライバアレイ１１５０は、低音用筐体を有するベースユニット１１１０のドックに入
れられている。スピーカー制御部及びコネクタは、使用者にとって簡単又は便利に使用可
能なようにベースユニット１１１０に設置することができる。図１１ｂは、図１１ａで示
した実施例の伸長構成を示した斜視図であり、同一の参照番号が同一構造を参照する。伸
長構成では、ドライバアレイ１１５０は、支持脚部１１６０に支持されている。支持脚部
１１６０は、ベースユニット１１１０に取り外し可能に取り付けられている。支持脚部１
１６０は、運搬するために一層小型の形状に押し縮めることができる一繋ぎの脚部、又は
、順次はめ込まれる一繋ぎの脚部にすることができる。
【００２９】
　上述したシステム及び方法の実施形態には、当業者にとって明らかなコンピュータ構成
部品及びコンピュータを使用した工程が含まれる。例えば、当業者にとって当然のことな
がら、コンピュータを使用した工程は、例えばフロッピーディスク（登録商標）、ハード
ディスク、光ディスク、フラッシュＲＯＭＳ、不揮発性ＲＯＭ及びＲＡＭ等のようなコン
ピュータ記憶媒体にコンピュータ実行命令として格納される。さらに、当業者にとって当
然のことながら、コンピュータ実行命令は、例えばマイクロプロセッサ、デジタルシグナ
ルプロセッサ、ゲートアレー等のような多様なプロセッサを実行することができる。説明
を簡略化するために、ここではコンピュータシステムの一部として記載された上記したシ
ステム及び方法のすべての工程及び構成要素を記載していないが、当業者は、各工程又は
構成要素が類似するコンピュータシステム又はソフトウェア要素を有することができると
認識できる。したがって、そのようなコンピュータシステム及び／又はソフトウェア要素
は、記載されたそれらの類似する工程又は構成要素（すなわちそれらの機能性）によって
可能であり、本願の発明の範囲内である。
【００３０】
　したがって、少なくとも本発明の実施形態に記載された内容によって、当業者が容易に
想到することであろう様々な修正及び改良は本発明の範囲内に含まれることが意図されて
いる。それ故、上述の記載はほんの一例であり、これに限定されない。本発明は、下記の
特許請求の範囲に規定されたもの及びそれに均等なものによってのみ限定される。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】
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【図７】

【図８】 【図９ａ】
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【図９ｂ】 【図１０ａ】

【図１０ｂ】 【図１１ａ】
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【図１１ｂ】

【手続補正書】
【提出日】平成22年8月5日(2010.8.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドライバアレイと、
　低音用筐体及びドックを有するベースユニットと、
　を備えており、
　第一構成においては、前記ドックが、前記低音用筐体の外部における前記ベースユニッ
トの凹部内で前記ドライバアレイを直接支持するように構成され、前記ドライバアレイが
、該アレイが前記凹部内にある間にラウドスピーカーシステムから音響エネルギーを放射
するように配置された状態にあり、
　第二構成においては、前記ドックが前記凹部内で伸長脚部を支持するように構成されて
、前記伸長脚部が前記ドライバアレイを前記ベースユニットの上方の高さ位置で支持し、
前記ドライバアレイが、該アレイが前記伸長脚部によって支持されている間にラウドスピ
ーカーシステムから音響エネルギーを放射するように配置された状態にある、ことを特徴
とするラウドスピーカーシステム。
【請求項２】
　請求項１に記載のラウドスピーカーシステムにおいて、
　前記ベースユニットが、前記ドライバアレイに増幅信号を提供する信号電子機器をさら
に備えることを特徴とするラウドスピーカーシステム。
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【請求項３】
　請求項２に記載のラウドスピーカーシステムにおいて、
　前記信号電子機器が、前記ラウドスピーカーシステムへの入力信号のイコラゼーション
のための回路をさらに備えることを特徴とするラウドスピーカーシステム。
【請求項４】
　請求項３に記載のラウドスピーカーシステムにおいて、
　前記入力信号の前記イコラゼーションを決定する１組のイコラゼーションパラメータが
、前記入力信号の発信源の少なくとも一部に基づいていることを特徴とするラウドスピー
カーシステム。
【請求項５】
　請求項２から４の何れか一項に記載のラウドスピーカーシステムにおいて、
　前記信号電子機器が、前記ラウドスピーカーシステムが受信した１以上の入力信号を合
成する回路を備えることを特徴とするラウドスピーカーシステム。
【請求項６】
　請求項１から５の何れか一項に記載のラウドスピーカーシステムにおいて、
　前記ドライバアレイが、スパインによって特徴付けられる構造における複数のドライバ
をさらに備えており、
　前記ドライバの各々がヨー角度及びピッチ角度によって特徴付けられていることを特徴
とするラウドスピーカーシステム。
【請求項７】
　請求項６に記載のラウドスピーカーシステムにおいて、
　前記ドライバアレイの前記スパインが、１つの直線である、単純な曲線である、複雑な
曲線である、又はアーティキュレイテッド・アレイであることを特徴とするラウドスピー
カーシステム。
【請求項８】
　請求項６又は７に記載のラウドスピーカーシステムにおいて、
　第一ヨー角度によって特徴付けられている第一ドライバセットのドライバが、第一ヨー
角度と異なる第二ヨー角度によって特徴付けられている第二ドライバセットのドライバに
組み入れられていることを特徴とするラウドスピーカーシステム。
【請求項９】
　請求項６に記載のラウドスピーカーシステムにおいて、
　前記ドライバアレイは、少なくとも６つのドライバを備えていることを特徴とするラウ
ドスピーカーシステム。
【請求項１０】
　請求項１から９の何れか一項に記載のラウドスピーカーシステムにおいて、
　ウーハー及び前記ドライバアレイを駆動する信号電子機器をさらに備え、
　前記伸長脚部が、前記ドライバアレイを機械的に支持していると共に前記ドライバアレ
イと前記信号電子機器とを電気的に接続していることを特徴とするラウドスピーカーシス
テム。
【請求項１１】
　請求項１から１０の何れか一項に記載のラウドスピーカーシステムにおいて、
　前記ドックが、前記ドライバアレイに信号を供給するように構成された第一電気コネク
タを備え、
　前記ドライバアレイが、前記第一電気コネクタに連結されるように構成された第二電気
コネクタを備え、
　前記伸長脚部が、前記第一電気コネクタに連結されるように構成された第三電気コネク
タと、前記第二電気コネクタに連結されるように構成された第四コネクタと、を備えてい
ることを特徴とするラウドスピーカーシステム。
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